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■　はじめに

　このたび、ＡＰＡＡ理事会に初めて参加いたしました。会期中は各国代理人の先生方との個別ミーティ

ング、レセプションやバンケット、さらにはエクスカーションまで、非常に密度の高い日程となりまし

た。本稿では、会議内容の詳細というよりも、初参加者の目線で感じた会場の雰囲気や印象に残った出来

事を中心にご報告いたします。

■　クアラルンプール到着〜会場の印象

　日本からは直行便でクアラルンプールへ向かい、空港から市内までは配車アプリ（Ｇｒａｂ）で移動し

ました。到着直後から、湿度を伴う暑さと街のエネルギーに迎えられ、国際会議に来たという実感が一

気に高まりました。宿泊は中心繁華街エリア（Bukit Bintang）のホテルで、会場周辺へのアクセスも良

く、会期中の移動負担が少なかった点が助かりました。

会場から公園を挟んで見えるツインタワー

ＡＰＡＡクアラルンプール理事会に参加して
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　会場のKuala Lumpur Convention Centre（KLCC）周辺は、象徴的なツインタワーをはじめ、商業施

設・公園がまとまっており、会議の合間にも動きやすい環境でした。会場内外では、廊下やロビーで自然

に会話が始まり、対面開催の価値を改めて感じました。

■　初日：Reception for First-Time Participants・Opening Ceremony

　初日には、初参加者を対象としたReception for First-Time Participantsが設けられており、私も参加い

たしました。初参加者同士が気軽に交流できる雰囲気で、会場での動き方が自然と掴めた点が有益でし

た。また、ここで名刺交換した方と、会期中に再会し、そのまま会話が深まる場面もありました。初参加

者にとって、会期の立ち上がりで心理的ハードルを下げてくれる良い仕掛けだと感じます。その後に行わ

れたOpening Ceremonyでは、開催国関係者のご挨拶などを通じて、会期全体の雰囲気を掴むことができ

ました。

初日のOpening Ceremonyの様子

■　会期中の過ごし方（個別ミーティング中心）

　私自身の会期中の重点は、各国代理人との個別ミーティングでした。医薬・バイオ・化学分野を中心

に、出願・中間対応、調査、権利行使・係争対応、クライアント支援の進め方など、実務に直結するテー

マで意見交換を行いました。メールやオンライン会議でも連携は可能ですが、対面では短時間でも議論の

解像度が上がり、相互理解の速度が明らかに違います。

　また、各国の実務運用や審査官の傾向、現地での手続スケジュール感など、普段は断片的になりがちな

情報をまとめて確認できた点も大きな収穫でした。こうした情報は、日々の案件対応における判断の質を

確実に底上げしてくれると感じます。

■　エクスカーション（マラッカ歴史都市ツアー）

　特に印象に残ったのは、エクスカーションで訪れたマラッカ（Melaka）です。マラッカは海峡交易の
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歴史を背景に、多文化が重なり合う独特の空気を持つ都市で、教会や広場、要塞跡、伝統的な木造建築な

ど、街の随所に歴史の層が見えてきます。

世界遺産マラッカの歴史地区にて

　当日は早朝集合、7:30頃出発で、クアラルンプールから約145kmをバス移動し、移動時間を含めて終日

（約10時間）かけて市内各所を巡りました。Dutch Squareの鮮やかな景観から始まり、St. Paul's Hillでは

海岸線を見渡す眺望を楽しみ、続いてA Famosa Fort周辺で歴史の痕跡を辿りました。賑わいの中心であ

るJonker Streetでは街の活気を体感し、Cheng Hoon Teng TempleやBaba Nyonya Heritage Museumで

は文化の混交が生活の中に息づいていることを実感しました。

　締めくくりのマラッカ川リバークルーズは、会期中の緊張感からふっと肩の力が抜ける時間で、川沿い

の建築や壁画を眺めながら、会議、交流、および開催地の学びがセットで進むのが国際会議の醍醐味だと

改めて思いました。

■　最終日：Gala Dinner

　最終日のGala Dinnerも盛況で、各国参加者が一堂に会し、リラックスした雰囲気の中で交流を深める

ことができました。ライブ演奏もあり、終盤には参加者がステージ上でダンスを披露する場面も見られる

など、会場は大変盛り上がりました。夜遅い時間になっても興奮冷めやらぬ熱気が続き、初参加の私に

とっても、肩書や国籍を越えて自然に会話が生まれる空気は心強く、今後の継続的な関係構築に向けた良

い起点になりました。
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最終日のGala Dinnerの様子

■　おわりに

　初参加ながら、会場の熱量、対面コミュニケーションの速度、そしてエクスカーションを含めた体験の

厚みを通じて、国際会議の場の力を強く感じました。準備・運営にご尽力くださった開催国関係者ならび

にＡＰＡＡ関係者の皆様に、この場を借りて厚く御礼申し上げます。今回得た学びとネットワークを、

日々の案件対応の質向上につなげるとともに、今後も国際的な交流を継続していきたいと思います。




